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大田市二十歳のつどいが開催されました。

(関連記事16ページ)



前列左から松本昭雄さん、市長、月森和弘さん、
後列左から吉田耕一さん、田儀守さん、石原秀範さん、坂本弘治さん

令和８年　新年のご挨拶令和８年　新年のご挨拶
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
８
年
の
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
平
成
17
年
に
１
市
２
町
が
合
併

し
、
新
た
な
大
田
市
と
な
っ
て
20
年
を
迎
え

ま
し
た
。
10
月
に
挙
行
し
た
記
念
式
典
で
は
、

中
村
俊
郎
様
へ
名
誉
市
民
の
称
号
記
を
贈
る
と

と
も
に
、
各
分
野
に
お
い
て
市
政
の
発
展
に
多

大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
功
労

表
彰
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
記
念
式
典
を

契
機
と
し
、
改
め
て
ふ
る
さ
と
大
田
市
の
発
展

の
た
め
全
力
で
努
め
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
な
か
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
出
生
数
の
減
少
、
転
出
超
過
な

ど
に
よ
り
、
そ
の
進
行
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
で
あ
り
、
人
口
減
少
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
子
育
て
環
境
や
教
育
環
境
の
充
実
、

働
く
場
の
確
保
な
ど
に
加
え
、
大
田
市
が
若
者

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
社
会

資
本
整
備
も
含
め
、
総
合
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
子
育
て
に
か
か
る
総
合
拠
点
施
設

の
整
備
お
よ
び
大
田
小
学
校
の
建
設
が
始
ま
り

ま
す
。小
・
中
学
校
の
再
編
で
は
、本
年
４
月
に

鳥
井
・
静
間
・
五
十
猛
小
学
校
が
統
合
と
な
り
、

そ
の
他
の
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
も
、
保
護
者

や
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
教

育
環
境
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
産
業
振
興
で
は
、
令
和
９
年
に
迎
え
る
「
世

界
遺
産
登
録
20
周
年
」、「
石
見
銀
山
発
見
５
０

０
年
」
に
向
け
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

継
続
的
な
市
内
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

具
体
的
な
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
三
瓶
地

域
や
温
泉
津
地
域
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
あ
る
資
源
を
活
用
す
る
民
間
事
業
者
間
の

連
携
・
連
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と

と
も
に
誘
客
宣
伝
、
産
業
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
み
ん
な

が
夢
を
抱
け
る
ま
ち
”お
お
だ
“」
の
実
現
に

向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
明
る
く
元

気
な
「
お
お
だ
」
を
創
り
あ
げ
る
「
共
創
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
方
と
と
も
に
語
り
合
い
、
大
田
市
の
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
新
し
き
年
が
明
る
く
元
気
な
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
田
市
長
　

楫
野
　
弘
和

　
12
月
22
日
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
大
き
な
功
績
の

あ
っ
た
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

大
田
市
感
謝
状
を
贈
呈

問
政
策
企
画
課
（
☎
0
8
5
4
‐
83
‐
8
0
0
4
）

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い



前列左から塩谷さん、齋藤さん、山口さん、
後列左から梶本さん、今田さん

　
12
月
１
日
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
一
斉
改

選
さ
れ
、大
田
市
で
は
12
月
６
日
、

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す

て
ら
す
」
で
委
嘱
状
伝
達
式
を
開

催
し
、
１
５
５
人
が
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

委
員
の
皆
さ
ん
は
大
田
市
生
活
相

談
員
も
兼
ね
て
お
り
、
市
長
が
委

嘱
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
委
員
の
氏
名
・
担
当
区
域
は

「
社
協
だ
よ
り
」（
12
月
18
日
発
行
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
あ
わ
せ
て
、
11
月
30
日
で
退
任

さ
れ
た
委
員
50
人
の
退
任
式
を

お
こ
な
い
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。

問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
１
）

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
定

民生委員・児童委員代表者へ委嘱状を伝達しました

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

民生委員・児童委員とは――
　民生委員・児童委員制度は全国統一の
制度で、給与の支給はなく（無報酬）、ボ
ランティアとして活動しています（大田
市の定数は163人、任期は３年、再任可）。
　自らも地域住民の一員として、それぞ
れが担当する区域において、住民の生活
上のさまざまな相談に応じ、行政をはじ
め適切な支援やサービスへの「つなぎ役」
としての役割を果たすとともに、高齢者
や障がい者世帯の見守りや安否確認など
にも重要な役割を果たしています。

主任児童委員とは――
　民生委員・児童委員の一部（大田市22
人）は、厚生労働大臣により「主任児童
委員」に指名されています。区域担当の
民生委員・児童委員と連携しながら、
子育ての支援や児童健全育成活動などに
取り組んでいます。

おめでとうございます
松浦 裕さん（仁摩町）
森山 元樹さん（五十猛町）

瑞宝単光章を受章

瑞宝単光章を受章した松浦さん（右）と森山さん（左）
　
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

国
民
の
生
命
・
身
体
お
よ
び
財
産
を
火

災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
と
と
も
に
、

消
防
力
の
強
化
・
充
実
に
尽
力
さ
れ
、

消
防
の
発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
た
と
し
て
、

松
浦
裕
さ
ん
、
森
山
元
樹
さ
ん
が
令
和

７
年
秋
の
叙
勲
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受

章
し
ま
し
た
。

　
お
２
人
は
「
40
年
以
上
消
防
団
活
動

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
家
族
を

は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か

げ
。
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た

だ
き
光
栄
に
思
っ
て
い
る
。
大
田
市
民

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
活
動
支
援

を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

第
38
回
「
鈴
木
賞
」
表
彰

　
12
月
17
日
、
三
瓶
町
志
学
出
身
の
画
家
、
故
鈴
木
寛
男
さ
ん
の

功
績
に
ち
な
み
、
市
内
の
小
・
中
学
生
が
描
い
た
絵
を
表
彰
す
る

「
鈴
木
賞
」
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
約
２
２
０
０
点
の
作
品
か
ら
５
点
が
鈴
木
賞
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

「
か
っ
こ
い
い
　
し
ょ
う
ぼ
う
車
」
　
塩
谷
　
拓
海
（
鳥
井
小
①
）

「
プ
カ
プ
カ
う
か
ん
で
カ
ッ
コ
イ
イ
」
齋
藤
　
愛
桜
（
久
手
小
③
）

「
光
が
差
し
込
む
理
科
室
」
　
　
　
　
山
口
　
穂
（
温
泉
津
小
⑥
）

「
流
れ
る
川
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
本
　
恭
吾
（
第
一
中
②
）

「
こ
れ
か
ら
の
人
生
」
　
　
　
　
　
　
今
田
　
美
空
（
大
田
西
中
③
）

問
教
育
委
員
会
総
務
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
１
９
）
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　市では、ふるさと納税の返礼品として「PayPay商品券」
を利用できる登録店舗を募集しています。
　寄附者がふるさと納税の返礼品として「PayPay商品券」
を選んだ場合、例えば１万円の寄附をすると、3,000円分
の商品券を返礼品としてPayPayアプリで受け取り、市内
の宿泊・飲食などの支払いの際にクーポンとして利用する
ことができます。お店のＰＲ、売り上げ向上のためご利用
ください。
　詳細は右記の二次元コードを読み取り、市ホームページ
をご確認いただくか、お問い合わせください。
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「PayPay商品券」利用可能店舗を募集しています！

　利用可能店舗になると、ふるさと納税
返礼品サイト『さとふる』に「利用可能
加盟店」として掲載されます。

《市ホームページ》
「PayPay商品券」利用可能事業者・店舗募集

※　市内の人が大田市の「PayPay商品券」を選んで寄附して
も、商品券を受け取ることはできません。

問政策企画課（☎0854‐83‐8029）

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

　このたびは、税務課の窓口応対についてご意見をいた
だき、ありがとうございます。今後も、わかりやすく丁
寧な対応を心掛け、市民サービスの向上に努めてまいり
ます。
　また、窓口デスクマット下に設置した周知用チラシに
つきましては、ご指摘いただいたとおり、設置から年数
が経ち、傷んでいるものもありました。窓口には必要な
もののみ設置するようにし、常に最新の情報がお伝えで
きるよう改善いたします。（担当課／税務課）

　先日、税務課の窓口に行った。受付をしてくれた若い
女性は経験年数が短いようだったが、先輩に確認しなが
らとても丁寧に対応してくれて気持ちが良かった。待ち
時間に受付のデスクマットの下にあるチラシを見たら、
数年経っているのか３枚くらいマットからはみ出て古く
傷んでいた。なくても良いかもしれない。

市民の声市民の声

　市民の皆さんのご意見を市政に反映さ
せるため、ご意見・ご提案をお待ちして
います。郵便、ＦＡＸのほか、市ホーム
ページでも随時受け付けています。
　ご住所・お名前・電話番号などを記入
された人へは、直接ご本人へ回答します。
　なお、市政に関しないものや、誹謗中
傷・趣旨が不明なものにはお答えできま
せんので、ご了承ください。

ひ  ぼう

ご意見

回　答

生成ＡＩを活用した農政及び鳥獣被害
対策ＤＸに向けた連携協定を締結

《市ホームページ》市長の日記《市ホームページ》市長の日記協
定
を
締
結
し
た
市
と
４
社
の
代
表
者

　11月28日、市は株式会社セールスフォース・ジャパン、
株式会社マプリィ、株式会社テミクス・グリーン、エヌ・
ティ・ティテレコン株式会社と連携協定を締結しました。
　この協定は、生成ＡＩを活用した農政及び鳥獣被害対
策ＤＸの実現を目指し、共通化した農地システム及び統
合型農地データベースの構築完成を目的としています。
　農政ＤＸでは、農地台帳をはじめとした農地情報のデ
ジタル化により、農地管理の効率化や地域内の農業資源
の最適活用を目指し、鳥獣被害対策ＤＸでは、市内に広
がる被害の状況を可視化し、データに基づく効果的な対
策を講じることで、市民の皆さんの安心と農業生産現場
の持続性を守ります。
　今後、関係機関と連携しながらＤＸの力を最大限に活
用し、誰もが期待を持てる農林業の実現を目指します。
　　　　　　　　　 問農林水産課（☎0854‐83‐8087）

ふるさと納税返礼品として使える
宿泊施設・飲食店の事業者の皆さんへ



　新大学生や新社会人などが一人暮らしを始める前に、
気をつけてほしい消費者トラブルを紹介します。
【事例１】引っ越したその日に、突然、事業者が換気
扇フィルターの勧誘に訪れた。管理会社と関連がある
ような口ぶりだったので話を聞くと「居住者はみんな
契約している」などと説明された。みんなが購入して
いるならしかたないと思い、約３万円を現金で支払い、
２年分のフィルターを受け取った。その後、不審に思
い管理会社に確認したところ、訪問してきた事業者は
管理会社とは無関係であることがわかった。フィル
ターは不要なので、クーリング・オフしたい。
【事例２】転居したばかりの自宅に「皆さんの家庭の
電気を見せてもらっている。電気のことで連絡がある
」と言い、事業者が訪問してきた。事業者から「送付
した検針票に確認事項があるから、検針票を確認した
い」と言われた。行政の関係で事業者が各戸を訪問し
ているのかと思って検針票を見せたところ「振込先を
変えると安くなる」などと言われ、現在の契約がいか
に不利かなどとしつこく説明された。不審に思って断
ったが、検針票を見せてしまったため、勝手に契約し
たことにされてしまうのではないかと不安だ。

≪トラブルにあわないために≫
　新生活での契約は、特に慎重な対応が必要です。突
然の訪問を受け「管理会社から紹介された」「まわりは
みんな契約している」などと勧誘されても、事業者の
話をうのみにせず、その場で契約しないようにしま
しょう。対面すると断りにくくなるので、ドア越しま
たはインターホンで話すとよいでしょう。
　また、検針票には、契約者の個人情報だけでなく、
電力契約の切り替えに必要な顧客番号などが記載され
ており、それらの情報が分かれば電力契約の手続きが
できてしまいます。検針票を見せてと言われても絶対
に見せないでください。
　新生活を狙った訪問販売トラブルだけでなく、引っ
越し関連トラブル、先輩や同僚・友人などに誘われる
もうけ話トラブル、ネット回線などの通信契約トラブ
ルなどにも気をつけましょう。不安に思ったり、トラ
ブルになった場合には、早めに消費者ホットライン
１８８に相談してください。※　参考：2024年版「く
らしの豆知識」（国民生活センター発行）

　　 問大田市消費生活センター（☎0854‐83‐8039）

「初めての一人暮らし」を安全に。

【寄贈】ありがとうございます

広報おおだ　Ｒ8（2026）1.22５

11月27日

・有限会社百年くらぶ

・株式会社山陰合同銀行　　　　　（敬称略）

    ソフトバレー・バドミントン支柱　１組

    バドミントンネット　１張

いただいた寄贈品は教育支援センターに設置
し、子どもたちが体を動かしながら仲間とと
もに楽しむことができるよう活用します。

問教育委員会総務課
（☎0854‐83‐8119）

「大田市建築物耐震改修促進計画」（案）
への意見募集（パブリック・コメント）

　市では「大田市建築物耐震改修促進計画」の改定案を作
成しました。
　この計画では、本市の建築物の耐震化の現状を再評価し、
耐震性を向上させるための目標を設定するとともに、計画
的かつ総合的に耐震化を推進するための基本的な施策の枠
組みを定めています。
　つきましては、パブリック・コメントをおこない、皆さ
んのご意見を募集します。
　計画（案）は市のホームページで掲載するほか、市役所
建築営繕課窓口にて閲覧できます。
　ご意見は「郵送」「ＦＡＸ」「電子メール」

「窓口への持参」によりご提出ください。
期間：１月22日㈭～２月20日㈮

　・問建築営繕課 建築指導係（☎0854‐83‐8105）
ＦＡＸ（0854‐82‐1722）
メール　o-kentiku@city.oda.lg.jp

消費生活 役立つ情報

《市ホームページ》

申



広報おおだ　Ｒ8（2026）1.22 ６

　
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
波
根

海
岸
実
行
委
員
会（
渡
辺
　
夫

委
員
長
）が「
令
和
７
年
度
島

根
県
県
民
い
き
い
き
活
動
奨

励
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
を

12
月
15
日
、市
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

　
こ
の
賞
は
、地
域
へ
の
貢
献

度
が
高
い
活
動
を
表
彰
し
、県

民
の
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
、

多
く
の
人
の
参
加
や
支
援
を

促
進
す
る
も
の
で
す
。

　
渡
辺
委
員
長
は「
一
人
で
も

多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、今
後
も
協
議
を
し
て

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　
12
月
25
日
か
ら
28
日
に
大
阪
府
内
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
る

「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ 

第
39
回
全
国
都
道

府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
に
島
根
県
選
手
団
の
一

員
と
し
て
、
市
立
第
二
中
学
校
３
年
生
の
渡
邊
千
咲
さ
ん
が
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、
12
月
11
日
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

渡
邊
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
。
自
分
の
強
み
で
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
力
と
ス
パ
イ

ク
を
生
か
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

【
弓
道
】

　
12
月
23
日
か
ら
25
日
に
静
岡
県
武
道
館
（
静
岡
県
）
な
ど
で

お
こ
な
わ
れ
る
「
第
44
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
」
に

県
立
邇
摩
高
等
学
校
２
年
生
の
小
原
美
琴
さ
ん
が
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
、
12
月
11
日
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
小
原
さ
ん
は
「
代
表
と
し
て
、
こ
の
人
で
良
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
１
本
１
本
丁
寧
に
引
く
こ
と
を
心
が
け
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

左
か
ら
渡
邊
千
咲
さ
ん
、
市
長
、

藤
田
幸
生
顧
問

左
か
ら
湊
秀
樹
外
部
指
導
者
、小
原

美
琴
さ
ん
、
市
長
、
大
田
清
司
顧
問

活
躍
を
祈
り
激
励
金
を
贈
呈

〜
詳
し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
〜

　11月21日、市内中学校の生徒会役員がそれぞれの思いを伝えて交流し、
互いに刺激し合うことを目的に「大田市中学校拡大生徒会」が開催され
ました。
　今回は「わたしたちの考える国際交流」をテーマとして各校が発表し、
お互いの提案に質問や意見などを話し、考えを深めました。
　教育長は「今後、国際交流が市にとって身近になっていくと思う。ぜ
ひ中学生にも関わってほしい」と話しました。
　参加した生徒会役員のひとりは「他の学校との意見交換で視野が広が
り、良い経験になった」と話しました。

問学校教育課／学事・魅力化推進室
（☎0854‐83‐8160)

キャンドルナイトin波根海岸実行委員会
島根県県民いきいき活動奨励賞を受賞

人権擁護委員に対する

法務大臣表彰
活
発
な
意
見
交
換
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《市ホームページ》

兒
島
ミ
ユ
キ
さ
ん

大田市中学校拡大生徒会
中学校生徒会役員が意見交換

　人権擁護委員は、地域の皆さんから
人権相談を受け、問題解決のお手伝い
や、法務局の職員と協力して人権侵害
を受けた被害者の救済をおこない、地域
の皆さんに人権について関心をもって
もらえるように啓発活動をしています。
　10月20日、兒島ミユキさんが、人権
擁護委員としての多年にわたる功績を
称えられ、法務大臣から表彰を受けら
れました。
　  問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

右
か
ら
渡
辺
　夫
委
員
長
、
市
長
、

長
澤
武
波
根
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
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おおだ
ウォッチング
まちの話題を紹介地域の農業を次世代へつなぐ

農事組合法人いなぎが最優秀賞を受賞
「第43回島根西条柿『こづち』品評会」「麺屋松」の松下怜司代表

仁摩小学校で「お米の授業」

　
島
根
西
条
柿
の
生
産
振
興
と
栽

培
農
家
の
経
営
安
定
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
る
「
第
43
回
島
根
西

条
柿『
こ
づ
ち
』品
評
会
」で「
農

事
組
合
法
人
い
な
ぎ
」
が
最
優
秀

賞
で
あ
る
「
こ
づ
ち
賞
」
を
受
賞

し
た
こ
と
を
11
月
21
日
、
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

　
品
評
会
で
は
、
県
内
か
ら
24
点

の
柿
が
出
品
さ
れ
、
一
次
審
査
で

は
外
観
の
美
し
さ
、
色
づ
き
、
形
、

張
り
、
二
次
審
査
で
は
食
味
の
良

さ
、
糖
度
な
ど
が
審
査
さ
れ
、
同

法
人
の
柿
が
最
も
高
い
評
価
を
得

て
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
岡
田
代
表
理
事
は
「
生
産
者
の

励
み
に
な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
島
根
県
立
特
別
支
援
学
校
の
職

業
教
育
や
卒
業
生
の
就
業
に
長
年

に
わ
た
り
協
力
、
貢
献
さ
れ
て
い

る
企
業
と
し
て
、
長
久
町
の
麺
屋

松
（
松
下
怜
司
代
表
）
が
表
彰
さ

れ
、
11
月
26
日
、
市
長
に
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
出
雲
養
護
学
校
の

外
部
講
師
と
し
て
、
就
業
に
向
け

た
料
理
指
導
や
障
害
者
雇
用
な
ど

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
、
松
下
代
表
は
「
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く
。
協
力
企
業
を
増
や

し
た
い
」と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
ぜ
ひ
仲
間
を
増
や
し

て
欲
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

松
下
怜
司
代
表（
左
）

「
お
米
の
授
業
」
の
様
子

７

農
事
組
合
法
人
い
な
ぎ
の
岡
田
一
秀

代
表
理
事（
左
）

特別支援学校応援・協力企業表彰を受賞

　
　
　
　
仁
摩
小
学
校
５
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で「
お
米
の
授
業
」

　
　
　
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。「
お
米
の
授
業
」
は
地
元
農
家
で
あ
る
的

　
　
　
一
司
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、今
年
で
25
年
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
児
童
た
ち
は
５
月
に
座
学
形
式
で
、
普
段
食
べ
て
い
る
お
米
が
地

　
　
　
域
で
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
世
界
の
食
料
事
情

　
　
　
や
日
本
農
業
の
こ
れ
か
ら
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ

　
　
　
し
て
、
６
月
に
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
田
植
え
を
お
こ
な
い
、
９
月

　
　
　
に
収
穫
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
11
月
に
は
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
お

　
　
　
米
と
異
な
る
品
種
の
お
米
の
食
べ
比
べ
を
お
こ
な
い
、
品
種
ご
と
の

　
　
　
色
や
形
、
匂
い
や
味
の
違
い
を
感
じ
て
、
自
分
の
一
番
好
き
な
お
米

　
　
　
選
び
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
お
米
の
食
べ
比
べ
で
は
、
準
備
し
た
お
米
の
品
種
を
正
確
に
当
て

た
児
童
や
、
外
国
産
の
お
米
が
美
味
し
い
と
答
え
た
児
童
も
お
ら
れ
、
素
直

な
感
想
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
お
米
の
一
部
は
連
合
島
根
や
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、

全
国
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
貧
困
問

題
を
抱
え
る
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
共

和
国
へ
送
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た
25

年
間
に
わ
た
る
授
業
を
受
け
た
児

童
の
中
に
は
、
実
際
に
市
内
で
就

農
を
開
始
し
た
人
や
関
東
の
米
穀

店
に
勤
務
し
た
人
も
お
ら
れ
、
東

京
で
大
田
産
の
お
米
が
販
売
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
目
に
見
え

る
形
で
取
り
組
み
の
成
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。

　
的
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
農

業
に
興
味
を
も
ち
次
世
代
へ
農
業

を
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
学
校
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記



乳幼児期の生活習慣
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こんにちは
保健師です

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）
　体や心の成長をより良く発達させるためには、規則正しい生活習慣が大切と言われています。ぜひ、家族全体
で生活習慣を見直してみませんか？

朝食
　朝ごはんを食べることで、体温も上がり、
集中力も高まります。
　
早起き
　朝太陽の光を浴びることで、生活リズム
が整いやすくなります。
　
早寝
　就寝中に成長ホルモンが分泌され、脳や
体の成長を助けます。
　少なくとも寝る１時間前にはテレビやゲー
ムなどの画面を見ないようにしましょう。強い光の
刺激で眠りにつきにくくなります。
　十分な睡眠時間を確保できるように、寝る時間を
決めましょう。

▽日時　令和８年４月14日～令和10年１月25日
 （講座実施日：原則火曜日）18:30～20:00（全48回）
※　詳しい日程などは、二次元コードからご確認ください。
 【事前説明会】　令和８年４月７日㈫　18:30～20:00
 【開　講　式】　令和８年４月14日㈫　18:30～20:30
▽会場　大田市民センター４階　集会室
▽対象者　①手話に関心があり、講座修了後は手話サー
クルに参加するなど手話活動ができる人で、全日程に参
加できる人。②原則、市内在住の人。
※　過去に本講座を修了した人や高校生未満の人は不可
▽定員　15人程度
▽受講料　無料　ただし、テキスト代など実費負担あり
※　事前学習として手話動画サイトの視聴が必要です。
スマートフォンなどやインターネット環境が無い人につ
いては、大田市社会福祉協議会にご相談ください。
▽申込締切　３月６日㈮

　手話の必要性や手話奉仕員制度について学び、来年
度から実施する手話奉仕員養成講座の受講につながる
ことを目的に開催します。申し込みにつきましては、
大田市社会福祉協議会へお問い合わせください。なお、
当日参加も可能ですので、お気軽にお越しください。
▽日時　令和８年２月17日㈫　18:30～19:30
※　詳しい内容につきましては、二次元コードからご
確認ください。
▽会場　大田市民センター４階　集会室
▽申込締切　令和８年２月10日㈫

メディア
　テレビやゲームといったメディアの
使用時間が長いと、小さいこどもほど
発育・発達に影響を受けやすいです。
具体的には言葉の遅れや、視力低下、ネット依存など
さまざまな悪影響があります。
　
運動
　体をたくさん動かすことは、脳の各
部位に刺激を与え、発達を促します。
　また、友達や家族と遊ぶ中で協調性
やコミュニケーション能力などの社会性を育みます。

　保護者の生活習慣が、こどもの生活習慣に
影響を与えます。
　親子で生活習慣を見直し、将来の健康づく
りをしていきましょう。

親子で生活習慣を見直してみましょう

睡眠時間は足りていますか？

申・問大田市社会福祉協議会地域福祉課
（☎0854‐82‐0091）

手話体験会
ホームページ

手話奉仕員養成講座
ホームページ

【年齢別推奨睡眠時間】

今月の「＋１」
プラスワン

親子で生活習慣を見直してみましょう

令和７年度 手話奉仕員養成事業「手話体験会」令和８年度（前期）・９年度（後期）
手話奉仕員養成事業「手話奉仕員養成講座」

年齢
１～２歳
３～５歳
小学生

中学生・高校生

11～14時間
10～13時間
９～12時間
８～10時間

（厚生労働省ガイドラインより）

規則正しい生活習慣を送るために大切なこと

推奨睡眠時間（24時間あたり）
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☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
　※　受診時に自己負担軽減を希望の人は、証明できる書類が必要です。
　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。
　また、加入の医療保険が分かる書類（「資格情報のお知らせ」または「資格確認書」）
　をご持参ください。

健康ガイド２月

２月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル９:00～10:30

母子健康手帳・おむつ
バスタオル身体計測、授乳相談ごくごく

授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

生後２か月以降の乳幼
児とその保護者　　　

育児教室
［ぴよぴよ］
ベビー

13:00～16:3018日㈬
こども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

９:30～10:30
受付９:15～27日㈮ 大田子育て支援センター

（あゆみ保育園内）

大田市役所　４階和室４日㈬

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

乳幼児相談

対象：生後９～18か月頃
の乳幼児とその保護者　

母子健康手帳・おむつ
バスタオル
飲み物（お子さん用）

10:00～11:30
受付９:45～ 仁摩保健センター10日㈫離乳食教室

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など 予約方法

50歳以上
・令和６年度胃がん検診

（胃バリウム検査・胃カメラ
検査）を受けていない人
・胃の治療中や胃薬内服を
していない人
◎自己負担金　3,000円
＊無料になる人…生活保護
世帯の世帯員、市民税非課
税世帯の世帯員のみ

20歳以上の女性
対象者に個別通知を送付し
ています。
◎自己負担金
・子宮頸部細胞診 1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

40歳以上の女性
（２年に１回）
◎自己負担金　2,000円

島根県立中央病院ほか６医療機関
（市ホームページをご確認ください）

石田医院、合原医院、昭和医院、
福田医院、木島医院、郷原医院

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

出雲市

大田市

☆子宮頸がん
検診

ひゃくどみクリニック
（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根
（☎0853‐20‐0649）

出雲市

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

胃がん
（胃カメラ）

検診

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイトか
ら予約してください。

【予約サイト】

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

種　類 医療機関 対象者など
その他の検診

歯周疾患検診
（１月～３月） 市内の歯科医療機関

令和８年４月１日現在で20歳の人
◎自己負担金　無料

※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。

９

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

直接各医療機関へ
予約してください。
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戦国時代の山城
－富山要害山城跡

富山要害山城跡遠景（南から）

『どうぶつたちのおひっこし』　平山暉彦‖著
福音館書店　　（中央図書館・仁摩図書館所蔵）

　首の長いキリンや、どうも
うなトラ、水辺にすむアシカ
など、この動物たちはどう
やって動物園に運ばれている
か知っていますか？この絵本
はその秘密が描かれています。
　それぞれの動物の特徴や、
飼育員さんたちの工夫にも注
目して読むと面白いですよ。

おすすめの本

10

　
大
田
市
に
は
戦
国
時
代
の
山
城

跡
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
石
見
銀

山
の
争
奪
戦
や
地
域
支
配
の
覇
権

争
い
を
目
的
に
築
か
れ
て
お
り
、

世
界
遺
産
の
構
成
資
産
の
中
に
あ

る
大
森
町
の
山
吹
城
跡
や
温
泉
津

町
の
鵜
丸
城
跡
な
ど
は
銀
山
支
配

の
軍
事
的
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
令

和
４
年
に
大
田
市
指
定
文
化
財

（
史
跡
）と
な
っ
た
富
山
町
山
中
の

山
城
「
富
山
要
害
山
城
跡
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
こ
の
山
城
跡
は
石
見
出
雲
国
境

の
地
に
置
か
れ
た
山
城
で
、
独
立

峰
の
要
害
山
に
築
か
れ
て
お
り
、

頂
上
に
は
城
の
特
徴
で
あ
る
直
径

約
45
ｍ
の
ほ
ぼ
円
形
の
大
き
な
主

郭
が
あ
り
、
そ
の
周
り
に
平
坦
面

の
曲
輪
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

頂
上
か
ら
は
北
に
日
本
海
、
南
に

三
瓶
山
を
一
望
で
き
、
東
側
の
山

麓
に
は
三
瓶
地
域
と
出
雲
市
田
儀

地
域
を
結
ぶ
道
が
通
っ
て
い
て
、

交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
こ
の
城
は
尼
子
氏
と
毛
利
氏
の

合
戦
の
舞
台
と
な
り
、
城
主
の

富
永
元
保
は
尼
子
氏
の
家
臣
か

ら
、
１
５
５
６
（
弘
治
２
）
年
に

毛
利
氏
に
降
り
、
そ
の
後
は
毛
利

方
と
し
て
尼
子
方
と
戦
っ
て
い
ま

す
。
史
料
か
ら
は
16
世
紀
後
半
か

ら
１
５
９
０
年
頃
ま
で
は
富
永
氏

の
波
根
富
山
地
域
の
支
配
拠
点
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
歴
史
的
背
景
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
山
城
に
は
登
山
道
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
よ
る
草
刈
り
な
ど
の
管
理
が
お

こ
な
わ
れ
、
朝
波
小
学
校
の
ふ
る

さ
と
学
習
な
ど
に
も
積
極
的
に
活

用
さ
れ
る
な
ど
、
親
し
み
の
あ
る

山
城
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇展示テーマ
『春の訪れ』
　冬の寒さの中にも桜の開花や鳥のさえずりなど
確実に春の足音を感じられる季節。図書館でもそ
んな季節の移り変わりを本を通して実感してもら
えるような展示を準備してお待ちしています。

『島根に憧れ、島根が大好きだった小泉八雲  again』
　今、全国的に関心が高まっている小泉八雲。実
は１年半前に仁摩図書館で企画展を実施していま
した。そこで…、時勢に乗っかり再び注目してみ
ます。とっておきエピソードも改めてお楽しみく
ださい。

問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00

第34回

市ホームページ

中
　央

仁
　摩

　

と
み
な
が
も
と
や
す

と
み
や
ま
よ
う
が
い
さ
ん
じ
ょ
う
あ
と

や
ま
ぶ
き
じ
ょ
う
あ
と

う
の
ま
る
じ
ょ
う
あ
と

く
る 

わ

■：２館共通
〇：中央図書館のみ休館

2522 26

火 木 金日 月 水 土

2

9

⑯
23

3

10

17

24

4

11

⑱

6

13

⑳
27

5

12

⑲

1

8

15

7

14

28

21

２月の図書館お休みの日
◇２月の行事

「ふるさと そして 未来」
作文コンクール2025受賞作品展示

21日㈯  10:15～10:45
１月31日㈯～２月26日㈭

７日㈯　14:00～
14日㈯　10:30～
14日㈯　14:00～ 

図書館

仁 摩

中 央

１日㈰～15日㈰

行　　事 日　　時
ストーリーテリング
わらべうたとおはなしの会
おはなし会

おはなし会
鈴木賞受賞作品展

≪中央図書館≫
休館のお知らせ

蔵書点検のため、下記日程で休館します。
ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。
★期間：２月16日㈪～２月27日㈮
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　現
在
で
も
存
在
す
る
差
別

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
12
月

に
施
行
さ
れ
た
「
部
落
差
別
解
消

推
進
法
」
で
は
、
部
落
差
別
が
現

在
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認

め
、
ま
た
情
報
化
進
展
に
伴
い
部

落
差
別
に
関
す
る
状
況
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
差
別
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
公

然
と
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
少
な

く
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

い
ま
だ
に
個
人
の
出
自
や
家
系
、

地
域
に
対
し
て
偏
見
を
持
つ
人
々

が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
ま
す
。

差
別
の
認
識

　
こ
れ
ま
で
の
同
和
問
題
解
決
に

向
け
た
教
育
や
啓
発
活
動
に
よ

り
、
日
常
生
活
の
中
で
の
あ
か
ら

さ
ま
な
差
別
的
言
動
は
減
少
し
、

社
会
全
体
の
意
識
も
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
多
く
の
人
々
が
「
人
を

差
別
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は

進
歩
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
差
別
が
完
全

に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

特
に
同
和
問
題
に
対
す
る
理
解
が

不
十
分
な
人
々
や
、
無
意
識
の
う

ち
に
差
別
的
な
態
度
を
取
っ
て
し

ま
う
人
々
も
依
然
と
し
て
存
在
し

ま
す
。

　
差
別
が
表
面
に
現
れ
に
く
く

な
っ
た
だ
け
で
、
根
底
に
は
依
然

と
し
て
深
い
偏
見
が
存
在
し
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

差
別
と
情
プ
ラ
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
匿

名
性
を
利
用
し
た
差
別
的
な
書
き

込
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に

被
差
別
部
落
出
身
者
に
対
す
る
誹

謗
中
傷
が
増
え
、
こ
う
し
た
言
動

は
新
た
な
形
で
差
別
を
助
長
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
２
０
２

４（
令
和
６
）年
５
月
に「
情
報
流

通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
対
処
法
」

が
施
行
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
の
差
別
的
言
動
を
取
り
締
ま

る
た
め
の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
掲
示

板
な
ど
の
大
手
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
者
に
対
し
、
差
別
的
な
投

稿
を
削
除
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
、

差
別
の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
の
一
歩

が
踏
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
と

そ
の
悪
質
性

　
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
他
人
の

個
人
情
報
を
無
断
で
公
開
す
る
行

為
の
こ
と
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ア
ウ

テ
ィ
ン
グ
は
特
に
悪
質
で
、
近
年

で
は
全
国
各
地
の
同
和
地
区
の
家

や
墓
地
を
無
断
で
撮
影
し
、
そ
の

映
像
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
す
る
行
為

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
行
為
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
で
あ
り
、
被
害
者
に

と
っ
て
は
非
常
に
深
刻
な
も
の
で

す
。

　
不
審
な
行
動
を
見
か
け
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

差
別
行
為
の
連
鎖

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
他

人
の
投
稿
を
見
て
何
も
考
え
ず
に

同
じ
行
為
を
繰
り
返
す
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。

　「
他
の
人
が
し
て
い
る
か
ら
自

分
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た

思
い
込
み
で
、
罪
の
意
識
な
く
他

者
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
の
で

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
度
差
別
的
な

行
為
が
広
ま
る
と
、
そ
れ
が
次
々

と
連
鎖
し
て
い
き
、
そ
の
結
果
、

無
意
識
の
う
ち
に
差
別
的
な
言
動

が
社
会
全
体
に
広
が
り
、
問
題
が

長
期
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

差
別
を
な
く
し
て

い
く
た
め
に

　「
自
分
は
差
別
を
し
な
い
か
ら

関
係
な
い
」
と
い
う
考
え
方
は
、

差
別
を
見
過
ご
す
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は

「
自
分
が
差
別
を
な
く
す
た
め
に

で
き
る
こ
と
」
を
考
え
積
極
的
に

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
社
会
全
体
が
差
別
に
対
し
て
敏

感
に
な
り
、
無
意
識
の
偏
見
を
な

く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
解
決
に
向

け
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

「
差
別
を
許
さ
な
い
」
と
強
く
意

識
し
、
人
権
を
守
る
た
め
に
積
極

的
に
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
７
年
度
第
５
回
人
権
を

考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お

お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館
第
５
回

人
権
・
同
和
問
題
研
修
会

▽
日
時
　
３
月
16
日
㈪

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
４
階
集
会
室

▽
講
師
　
仲
村
由
里
さ
ん

　
松
江
市
立
松
尾
会
館
指
導
職
員

▽
演
題
　
差
別
の
な
い
社
会
を
つ

　
　
　
　
く
る
た
め
に

▽
参
加
費
　
無
料

▽
備
考
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

　
が
つ
き
ま
す

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

11

きずな
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
の

　
　
　
　
　
　現
状
と
課
題

　
皆
さ
ん
は
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
の
現
状
に
つ
い
て
ど
れ
く
ら
い

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
は
、
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
多
く
の

人
が
知
っ
て
い
る
人
権
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
は
表
面
に
は
現
れ

に
く
く
な
っ
た
も
の
の
、
今
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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市　勢
（令和８年１月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　30,786人　（△  66）
　・男　　14,848人　（△  24）
　・女　　15,938人　（△  42）
○世帯数　15,144世帯（△  23）
○出生数　　　14人
○死亡数　　　52人
○面　積　435.34㎢

　
出
雲
養
護
学
校
分
教
室
の
特
色

　
あ
る
学
習
の
様
子

・
大
田
市
教
育
委
員
会
表
彰

・「
ふ
る
さ
と
　
そ
し
て
　
未
来
」

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
５
表

　
彰
式
　

問
学
事
・
魅
力
化
推
進
室

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
６
０
）

　
事
前
に
市
民
課
へ
の
予
約
が
必

要
で
す
。

◇
休
日
窓
口
（
日
曜
日
）

　
２
月
８
日
　
　
３
月
８
日

　
８
時
30
分
〜
12
時
　

◇
平
日
窓
口
延
長
（
月
曜
日
）

　
２
月
16
日
　
　
３
月
16
日

　
17
時
20
分
〜
19
時
40
分

▽
申
請
・
交
付
場
所
　

　
市
役
所
本
庁
　
市
民
課

※
　
支
所
で
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
　
現
住
所
が
温
泉
津
町
と
仁
摩

町
の
人
は
、
各
支
所
で
カ
ー
ド
を

保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
５
日
前

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
　
住
民
票
な
ど
各
種
証
明
書
の

交
付
事
務
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
　
予
約
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
問
市
民
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
７
）

　
島
根
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２

月
の
１
か
月
間
を
「
相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
県
内

司
法
書
士
事
務
所
で
は
、
相
続
登

記
を
は
じ
め
と
し
て
、
遺
言
、
遺

産
分
割
協
議
な
ど
相
続
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
１
日
㈰
〜
28
日
㈯

▽
会
場
　
県
内
の
各
司
法
書
士
事

　
　
　
　
務
所

※
　
時
間
は
各
事
務
所
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

▽
相
談
料
　
無
料

▽
申
込
方
法
　
各
事
務
所
へ
電
話

問
島
根
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
‐
24
‐
１
４
０
２
）

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
２
月
を

「
お
お
だ
教
育
月
間
」
と
し
、
大
田

の
魅
力
あ
る
教
育
の
取
り
組
み
を

よ
り
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
期
間
に
は
、
就
学
時
前
か

ら
高
校
ま
で
の
教
育
に
関
わ
る
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
映
像
を
配
信

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◇
ぎ
ん
ざ
ん
テ
レ
ビ
放
送
　
２
月

※
　
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
ぎ
ん
ざ
ん
テ
レ
ビ
番
組
表

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

　
ン
ネ
ル

　
２
月
27
日
㈮
配
信
ス
タ
ー
ト

◇
主
な
配
信
内
容

・
市
内
小
・
中
学
校
（
担
当
校
）、

　
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
専
門
家
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
15
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
15
時

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す

▽
相
談
料
　
無
料

▽
対
象
　
労
働
者
・
事
業
主

▽
定
員
　
な
し
（
事
前
予
約
制
）

▽
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
島
根

　
県
労
働
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
申
込
期
限
　
２
月
９
日
㈪

問
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
５
４
５
０
）

　
普
段
誰
に
も
話
せ
な
い
悲
し
み
・

苦
し
み
・
怒
り
な
ど
辛
い
胸
の
う

ち
を
遺
族
同
士
で
分
か
ち
合
っ
て

い
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
７
日
㈯

　
14
時
〜
15
時
30
分

　（
予
約
不
要
・
自
死
遺
族
の
み
）

　
15
時
30
分
〜
17
時

　（
要
予
約
・
自
死
問
題
に
関
心
が

　
あ
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
）

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
研
修
室
５

　
・
問
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・

虹
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５

９
６
０
）

　
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
を

交
え
、
気
軽
に
お
話
で
き
る
カ

フ
ェ
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
開
催
日
　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
10
時
〜
　
１
時
間
程
度

　（
２
月
は
18
日
㈬
）

▽
会
場
　
市
立
病
院
前
コ
コ
カ
ラ

　
フ
ァ
イ
ン
薬
局
２
階
会
議
室

▽
参
加
費
　
無
料

※
　
医
療
や
福
祉
の
専
門
家
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
個
別
の
相
談
や

助
言
を
得
る
こ
と
も
可
能
で
す
の

で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
し
ま
ね
　
小
林

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
７
２
１
８
）

（
☎
０
９
０
‐
７
５
９
７
‐
２
１

９
９
）

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先
申

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
・
夜
間
窓
口
を
開
設

相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
月
間

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
　  

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

労
働
相
談
会

催
　
　
し

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

２
月
は「
お
お
だ
教
育
月
間
」

ホーム
ページ

申

申



＊上下水道使用中止（閉栓）届
（電子申請サービスへ）

　
毎
月
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。認
知
症
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
気
軽
に
お
話
し
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

▽
開
催
日
　
毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　（
２
月
は
25
日
㈬
）

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
機
能
訓
練
室

▽
参
加
費
　
無
料

※
　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
石
東
病
院
相
談
室
　
竹
下

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
１
０
３
５
）

◇
日
本
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
作
り

　
杉
で
３
段
の
巣
箱
を
作
り
ま

す
。

▽
日
時
　
３
月
１
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
参
加
費
　
１
万
５
０
０
円

◇
つ
る
か
ご
作
り

　
つ
る
で
小
さ
な
か
ご
を
編
み
ま

す
。
大
き
さ
は
三
瓶
木
工
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
８
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
参
加
費
　
２
０
０
０
円

※
　
い
ず
れ
も
予
約
制
で
す
。

　
・
問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

　
市
内
の
小
学
生
（
幼
児
を
含

む
）・
中
学
生
か
ら
公
募
し
た
書
道

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　（
15
日
は
16
時
ま
で
）

　
表
彰
式
　
２
月
14
日
㈯
　

　
　
　
　
　
10
時
〜

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
４
階

▽
入
場
料
　
無
料

問
大
田
市
文
化
協
会

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
５
５
３
９
）

▽
日
時
　
２
月
14
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
無
料

▽
上
映
作
品
　
駒
田
蒸
留
所
へ
よ

　
う
こ
そ（
91
分
／
２
０
２
３
年
）

問
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　
大
田
市
で
の
「
シ
ル
バ
ー
派
遣

事
業
」
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
20
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

▽
申
込
期
限
　
２
月
19
日
㈭

※
　
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

夜
間
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
Ｐ
Ｃ
基
礎
・
エ
ク
セ
ル
入
門
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

エ
ク
セ
ル
の
機
能
と
操
作
方
法

表
の
作
成
や
関
数
活
用
　
な
ど

▽
期
間
　
２
月
25
日
〜
３
月
25
日

　
　
　
　
の
間
の
㈪
・
㈬
・
㈮

　
　
　
　
19
時
〜
21
時
（
12
回
）

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
　
　
　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
４
０
０
０
円

▽
対
象
　
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ
ス

　
　
　
　
の
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
２
月
17
日
㈫

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）
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認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
カ
フ
ェ
」

第
８
回
大
田
市

　
　
　 

子
ど
も
書
道
展

募
　
　
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 ２月の予定 子ども　無料
大　人　①③300円 ②④200円

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

28日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
21日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
21日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373
20日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

申

申

申

上下水道の使用開始や使用中止手続き

インターネット申し込み
できます！！

　・問上下水道部管理課（☎0854‐83‐8112）

　お引越しなどにより上下水道の使用開始または
使用中止する際は、お申し込みが必要です。
　開始希望または中止予定がある場合は、事前に
お電話もしくは以下の電子申請にて上下水道部管
理課へご連絡をお願いします。

申

＊上下水道使用開始（開栓）届
（電子申請サービスへ）

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

三
瓶
木
工
館



相続登記の申請が義務化されました

　令和７年分の確定申告については、スマートフォンとマイナンバーカー
ドなどを利用して、自宅などから手続きしていただきますようお願いし
ます。なお、２月16日から３月16日までの期間、石見大田税務署２階に
て申告相談をおこなっています。相談には整理券が必要となっており、
①ＬＩＮＥによる事前予約②当日券の配付（枚数に限りがあります）の
いずれかで受け付けております。
　石見大田税務署ではマイナンバーカードを用いた
　　　　　　　　　　　　 スマホ申告を推進しています。
　
　マイナンバーカードをお持ちの人は必ずご持参ください。（確定申告
手続きにあたり、マイナンバーカードを発行する際に設定した署名用電
子証明書のパスワードと利用者証明用電子証明書のパスワードの２つが
必要になります。）
　詳細につきましては、国税庁ホームページをご覧ください。

　県の手数料などの納付に使用する収入証紙を令和８年３月末日をもっ
て廃止し、新たな納付方法に移行します。
▽販売　令和８年３月末日まで
▽使用　令和８年９月末日まで
▽未使用の収入証紙の還付　令和13年３月末日まで
＊手続きにより使用できる納付方法が異なります。
詳しくは「島根県収入証紙廃止」で検索

広報おおだ　Ｒ8（2026）1.22 14

ごみの持ち込み

２月不燃ごみの収集日

　

持ち込み場所
▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　平日は持ち込みできません。

  
持ち込み時間

【月～金】（祝日を除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【第１・第３日曜日】　１日・15日　
一般家庭のみ
８時30分～11時30分

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
大田（橋南）
大森・水上・祖式・大代

25
20
27
26
24
17
18
19
16
17
19

日日10
６
12
９
13
３
４
５
２
３
５

２日
16日

問石見大田税務署（自動音声案内）（☎0854‐82‐0980)

【石見大田税務署】確定申告についてのお知らせ

令和８年３月末で島根県収入証紙を廃止します

ホームページ 問島根県出納局審査指導課
　（☎0852‐22‐6325)

所得税および復興特別所得税・贈与税
３月16日㈪までに申告・納税

個人事業者の消費税および地方消費税
３月31日㈫までに申告・納税

＊



問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
６日㈮　９時～12時 市役所３階第２会議室

行政相談

20日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
13日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

２月の相談
年金相談（要予約）

10日㈫　10時～15時
26日㈭　10時～15時

市役所４階小講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

３日㈫　９時～15時
予約締切　１月26日㈪　16時 市役所３階第２会議室小

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）
申

６日㈮　９時～12時 おおだふれあい会館
人権相談

生活相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

10日㈫ 
10時～12時
要予約・無料
６日・13日・20日・
27日

（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料
３回目の継続相談
から有料

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

こころの健康相談（要予約）
16日㈪ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）
県央保健所３日㈫・17日㈫ ９時30分～11時

申

難病相談

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9844）

移動ナースバンク（要予約）

申　・問ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
看護補助者（資格不問）もご相談に応じます。

25日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

13日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
７日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

ハローワーク石見大田
福祉職場相談会

25日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

18日㈬ 
13時30分～15時30分

法的問題・法的手続きな
ど（来所）

相続問題、不動産に関す
ることなど（来所）

　・問大田市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

広報おおだ　Ｒ8（2026）1.2215

浜保6ね第1号

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　１月28日㈬、29日㈭、30日㈮
　２月25日㈬、26日㈭、27日㈮

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
固定資産税
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

３月２日
４期
―

８期
８期

２月２日
―

４期
７期
７期

期限内に納付をお願いします税・保険料
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市外のご家族・知人の皆さんに
ご紹介ください

ご寄附はこちら

市
長
あ
い
さ
つ
・
激
励
の
こ
と
ば

　
式
典
で
は
、
市
長
が
「
皆
さ
ん
が
生
ま

れ
た
平
成
17
年
は
合
併
し
て
新
た
な
大
田

市
と
し
て
歩
み
始
め
た
年
。
今
日
こ
こ
に

い
る
皆
さ
ん
の
力
こ
そ
が
、
大
田
市
の
未

来
へ
の
鍵
を
握
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
一
緒
に
大
田
市
の
未
来
を
築
き
、

新
し
い
時
代
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
、
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
原 

淳
帆
さ
ん（
島
根
大
田
青

年
会
議
所
）
は
学
生
時
代
に
柔
道
を
し
て

い
た
こ
と
に
触
れ
「
一
番
初
め
に
学
ぶ
の

が
負
け
る
練
習
。
受
け
身
で
負
け
て
も
立

ち
上
が
る
こ
と
を
覚
え
、
負
け
る
側
の
心

の
痛
み
を
学
ぶ
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し

た
先
に
他
人
基
準
で
は
な
い
、
皆
さ
ん
自

身
の
勝
ち
に
出
会
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
激
励
の
こ
と
ば
を
贈
り
ま
し
た
。

記
念
品
贈
呈
・
代
表
あ
い
さ
つ

　
土
江 

逸
太
さ
ん（
大
田
町
）
が
記
念
品

を
市
長
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
根 

光
佑
さ
ん
（
大
田
町
）
が

「
私
た
ち
が
生
ま
れ
た
年
は
、旧
大
田
市
と

邇
摩
郡
が
合
併
し
『
新
し
い
大
田
市
』
に

な
っ
た
年
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
続
け
て
き
た

野
球
を
通
し
て
、
地
域
の
た
く
さ
ん
の
人

と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
が
頑
張

る
姿
を
温
か
く
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

代表あいさつをおこなう俵 玲美さん（左）と山根 光佑さん（右）

二
十
歳
の
つ
ど
い

二
十
歳
の
つ
ど
い

の
お
か
げ
で
、
そ
の
姿
が
誰
か
の
喜
び
と

な
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
大
学
で
教
育
を
学

ぶ
と
き
に
必
ず
思
い
出
す
の
は
大
田
市
で

の
学
び
の
数
々
。
自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と

を
誇
り
に
思
う
た
く
さ
ん
の
人
の
温
か
さ

に
改
め
て
気
づ
い
た
。
信
頼
さ
れ
る
大
人

に
な
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
、
こ
れ
ま
で
の
思
い
と
未
来
へ
の
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
俵 

玲
美
さ
ん（
大
田
町
）は「
進

学
の
た
め
に
上
京
し
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ

て
動
き
出
し
た
も
の
の
、
現
実
の
厳
し
さ

に
ぶ
つ
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
積
み

重
ね
て
き
た
努
力
は
き
っ
と
ど
こ
か
に
繋

が
っ
て
い
る
と
信
じ
て
新
た
な
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
け
る
の
は
『
家
族
』
と

い
う
存
在
が
い
る
か
ら
。
二
十
年
間
、
多

く
の
人
に
見
守
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の

愛
を
受
け
取
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
は
多
く
の
人
に
愛
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
存
在
に
な
り
た
い
」
と
決
意
を
語

り
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
会
場
外
で
は
ス
ー
ツ
や
袴
、

彩
り
鮮
や
か
な
振
袖
に
身
を
包
ん
だ
参
加

者
が
、
久
々
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

“おおだ”のこどもたちに
笑顔を届けるため、ＰＲに
ご協力ください。

二
十
歳
の
決
意

　
　
　
　
胸
に
刻
ん
で―

二
十
歳
の
つ
ど
い

二
十
歳
の
決
意

　
　
　
　
胸
に
刻
ん
で―

二
十
歳
の
つ
ど
い

　
人
生
の
節
目
を
迎
え
た
二
十
歳
の
皆
さ
ん
の
門
出

を
祝
う
「
令
和
８
年
大
田
市
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が

１
月
４
日
に
大
田
市
民
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
二
十
歳
を
迎
え
た
の
は
、
平
成
17
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
２
７
９

人
。
こ
の
日
は
２
３
２
人
が
出
席
し
、
夢
と
希
望
を

抱
い
て
大
人
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

記念品を受け取る土江 逸太さん

司会をおこなう
竹腰 蒔人さん


